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既存（AiR）と新築（支援施設）の間に、利用者が組み替える
ことができる仮設の間仕切壁「混色境界」を挿入する。利用者
の意思に沿って様々なかたちに変化していく。

単管パイプでできた混色境界。アーティストや
施設利用者が一緒になって組み替えていく。

a . 視線の操作 b . 居場所化 c . 境界の増築・減築

増築減築

京浜急行黄金町スタジオ
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約 �� 年前まで歓楽街だった。近年ではインディーズアート
を用いてエリアクレンジングがされ、京浜急行の高架下を中
心にアートの拠点が作られている。

計画敷地の既存建物の細街路側を真っ二つに壊し、支
援施設を建てる。建物は時間をかけて公共化していく。

防災的、構造的に安全

既存既存 既存既存新築新築

歴史的風景の継承

アート施設 支援施設

私にはダウン症の弟がいます。彼は現在、支援施設に通っていますが、
施設での生活は社会との接点が少ないためやりがいがないと言ってい
ます。弟が外とつながることのできる支援施設を作れないかと考えま
した。

屋上で自由な活動
を受け入れる。

混色する小さなせかい
－横浜市黄金町の障がい者表現支援施設－

既存の床とずらし
多層的な空間に。
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支援方針によって分棟配置
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まちの人の動線
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支援施設利用者の動線
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0 5 : 混 色 境 界 が 使 わ れ て い く こ と で 、 様 々 な 空 間 が 生 ま れ る

0 3 : ア ー ト に よ っ て 変 化 し た 町 、 黄 金 町

0 1 : ダ ウ ン 症 の 弟 の 閉 じ た せ か い 0 2 - 1 : 障 が い 者 支 援 施 設 × A i R 0 2 - 2 : 長 期 利 用 に よ る 居 場 所 づ く り 0 6 : 支 援 施 設 詳 細

0 7 : 濃 淡 の あ る 居 場 所 を 作 る 建 築 的 操 作

混 色 境 界 を 通 し て 街 の 人 と 関 わ る ア ー テ ィ ス ト と 一 緒 に ア ー ト 制 作

黄 金 町 の 街 並 み に な じ む 高 架 線 沿 い の 道 か ら 施 設 内 へ 誘 う

0 4 - 設 計 手 法 1  : 塗 り 重 ね る 0 4 - 設 計 手 法 2  : 混 色 す る

ダウン症の弟は「施設での生活はやりがいがない」と家族に言
う。その一言から、社会との接点がある支援施設が必要だと感
じた。それと同時に姉として、弟のような人たちが自宅のほか
にも安心して生活できる居場所があってほしいと思った。

長い時間をかけて施設と関わり、その中で施設内の人や街の人
と様々な形で関わっていく。それにより施設内にとどまらず、
街の中にも少しずつ彼らの居場所が作られていく。

もし急に家を離れることになっても、自宅とは別の居場所があ
るという状況を作りたい。

利用者さんの日常の延長になれるような施設を提案する。


